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英国における地球科学㊥自然環境研究

その31英国地質調査所157年の沿革

服部仁1)

3-1.国立地質調査所のモデルか?

国立地質調査所は,気象観測や地図測量事業と並

んでどの国でも最重要の基幹調査研究機関と位置づ

げされ,政治咄経済と密接にかかわるとともに,博

物学や科学全般のレベルアップに貢献してきてい

る.ヨｰロッバの大国にとって,資源確保のための

植民地経営･支配に不可欠の調査研究機関でもあっ

た.今日では国境線の存在･政治体制の違いにもか

かわらず,どの地域の地下資源もその開発には環境

問題に絡んでグロｰバルな視野からの科学的検討と

実証研究が求められている.

国立地質調査所の使命は,とくに先進国におい

て,大きく変化してきている.わけても,英国地質

調査所の進んできた道は,各国における地質調査所

のあり方について,また将来の行方を占う意味で参

考になろう.英国地質調査所(BGS:趾itishGeo1ogi-

ca1Survey)は,1835年設立された世界で最も古い

地質調査所である.英国地質調査所ができる前に,

鉄･石炭資源や石灰岩･石材･採石骨材資源探査に

たくさんの地質研究者や農業土木技術者が従事して

おり,産業革命の担い手になっていた.すでにロソ

ドソ地質学会が誕生しており,ウイルアム･スミス

のr英国地質図｣が完成･販売され,地層･化石

花開岩などの学問論争が激しく行われ,地質学

は欠きた進歩をとげた.この間の事情は,小林英夫

氏によるrイギリス産業革命と近代地質学の成立｣

に詳しく述べられている(15).そうした社会清勢の

中で英国地質調査所は創立した.その調査研究活動

は産業革命に深くかかわり,ヴィクトリア朝の世界

構築に,また,大英帝国繁栄と植民地支配に貢献し

てきている.

1)地質調査所地質部

英国地質調査所は,創立以来合目まで157年の

問,名称･帰属･組織･人員構成･調査研究業務は

変遷してきており,その軌跡をたどると多彩で大き

な振幅で揺れ動いてきているのがわかる.

新進路模索:栄光の道を極めた大英帝国地質調査所

が,変身をとげつつ拡大L続けた地質科学研究所

(IGS:InstituteofGeo1ogica1Sciences)を経て,今,

英国地質調査所として白熱光のようにまぶしいほど

の強烈た信号を内外に発し始めている.それは基本

的には`open-door'po1icyであり,研究情報の迅速

公開･提供,費用の一部受益者負担の原則によって

科学研究の位置づけを見直し,変えようあるいは変

えさ世られようとしている.その道筋は,他の多く

の先進国の国立地質調査所･準公的地質調査機関,

あるいは企業体の進んでいる方向と軌を同じくし,

似たような運命に操られているのかも知れない.

それは科学研究という名のもとに進められている

国家事業が,大学等の高等教育分野とともに,国

民,納税者からの大方の合意を得るため,未来へ向

げて新たな進路を模索し,もがき苦しんでいるよう

にも感じられる.

以下に,157年間の歴史上主だった出来事･エピ

ソｰドを紹介しだから英国地質調査所の軌跡をたど.

ってみる.

3一喜｡プロロｰグ1科学研究と政府

英国政府が科学研究に対してとった姿勢は,時代

とともに変化してきている.その変化の歴史は,か

って政府への科学アドバイザｰ責任者であったコッ

テレル卿(SirA1anCottere11)の分析によって次の四

つの時期に分けられている(39).

キｰワｰド:英国地質調査所の歴史,英国地質調査所のCOE

化移転,政治間題化した英国地質調査所
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①PrimitivePeriod:1414年から第1次世界大戦

(1914-18)までで,Roya10bse岬atory,大英地質

調査所などの基幹観測･研究組織が創設された.

②C1assica1Period:1918-1940,ホｰルデイソ上

院議員(LordHa五dane)の発案によるもので

Ha1danePrincip1eの時期.これは国の科学研究に

科学的自治を確立するもので,関連の大臣たちから

行政面で偏向の疑いをかげられないよう排除した.

この期間,DSIR(DepartmentofScienti五｡andIn-

dustria1Research;科学工業研究省)は大英地質調

査所に対して実に穏やかな宗主老であり,国立研究

機関として`純粋'研究が認められた.

③RomanticPeriod:第2次世界大戦(1939-

1945)から1960年代,この大戦によって引き起され

た科学の爆発期.人々の心には,科学と技術は国家

的難題を解決してくれる魔法の杖,と映ったようだ.

1960年代の終わりまで,1世代の間,科学研究は自

由に振舞えた.

④ModemPeriod:1960年代終り頃から,英国の

みでたく各国政府は科学への経費とその費用効果に

懸念を出し始めた.すなわち行政官サイドから,半

世紀以上にわたって科学者と技術者による自治カミ良

すぎたことと高い給料が続いたと非難の標的にされ

るようになり,とことんまで面倒を見る必要はない

(the1esserbreedtohee1),ということになった.

そこでシンクタンクである中央政策レビュｰ担当者

(Centra1Po1icyReviewSt鋼に国の研究開発を検

討させた.その報告はロスチャイノレド上院議員

(LordRothschi1d)の発行者名のもとに,1971年印

刷公表された.Ha1danePrincip1eは放棄され,新

しくCuStOmer-COntraCtOrの原則によって研究を行

うという方向が定まり,英国政府は応用研究開発に

Rothschi1dPrincip1eといわれるこの原則を導入し,

1972年から他省庁発注による｡ommissioned

research,すなわち委託研究を始めた.

3-3.初代所長デラビｰチ(1835-1855)

(第3-1図)

一SirHenryThomasDe1aBeche<1796-1855>

1835年,創立当時の大英地質調査所(GSGB:Geo-

1ogica1SuπeyofGreatBritain)は,英国政府陸地測

量調査の一都局であり,野外地質家は大ブリテン島

第3-1図大英地質調査所の初代所長デラビｰチ卿の肖

像画(BGSのPRパンフレット)

7名,アイノレランド6名の小世帯であった.デラビ

ｰチ所長(ドラペｰシュ,19,と呼ばない;15,39)

が新グノレｰプとして独立をかちとるまで7年かか

り,1845年にたって,大英地質調査所はアイルラ

ンドを含めGeo1ogica1SumyofGreatBritainand'

Ire1andになった.その頃の野外地質家は,金色ボ

タンのついた青色サｰジの制服を着け,シルクハッ

トをかぶらなげれほならたかった.この習慣は大英

地質調査所が軍事組織の測量事業に属していた関係

によるものである.しかし新組織では,林野･森林

･土地税務･労働･建設所管の第一長官の監督下

におかれ,純粋に文民の集団であった.

デラピｰチ所長は,1854年には大英地質調査所

(GSGB),鉱山学校(Roy左1Schoo1ofMines),実用

地質学博物館(MuseumofPractica1Geo1ogy),鉱

業公文書館(MiningRecord0茄｡e)を配下におさ

め,デラビｰチ帝国をだした.この年,1851年大

口ソドソ万国博覧会の影響を受けて生まれた貿易局

(BoardofTrade)傘下の科学文化省(DSA:Deparト

mentofScienceandArt)サこその帰属が移っている.
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34.硬骨漢の霊代目所長マｰチソン

�����

一SirRoderickImpeylMurchison

デラビｰチ初代所長死亡の後を受けたマｰチソン

所長は,16年間Director-Genera1として君臨した

が,温厚た先代と違ってきつい方であったようだ.

マｰチソン所長はシルル系,デボン系,二畳系およ

び摺曲(fo1ding)の命名者として知られ(38),また斉

一過程説を確立したり｢地質学原理｣の名著を出版

(1830.1832.1833の3巻)したライエル(Char1es

Lye11.1797-1875)との共同研究や活発た学会活動

を行っており,際立った地質学老であった(15).

上部機関DSAが貿易局から枢密院(PriWCom-

ci1)の教育省(DepartmentofEducation)に移管され

たときには,中問に監督官が介在するようになるこ

とを嫌うとともに,もはや大臣に直接会えない立場

に落ちた事に気付き憤慨したというエピソｰドが広

がり,今日まで語り継がれている.というのも,フ

ランスでは昼RGMの現所長が直接大臣に面接報告

するのに比べて,英国地質調査所の現所長はNERC

傘下におかれ150年前の事情に似ており,大英地質

調査所の地位低下にマｰチソン所長が怒るのは当り

前だ,というのが今日まで伝わっている雰囲気なの

である.マｰチソン所長は社会的にも科学者として

名士の誉れ高かったのであろう,その任期中ほかに

は行政上何事も起らなかった.

3-5.ギィｰキ兄弟地質学者

3代目ラムジ所長(SirAndrewCrombieRamsay,

1871-1881)の後任,4代目ギィｰキ所長は2人の

先任所長と同じくDirector-Genera1と称された.

アｰチボルド･ギィｰキ(SirArchiba1dGeikie,

1882-1901)は,エディンバラ大学地質学教授も兼

ねておりいくつか本を書き有名人であったが,また

同時に所長になる前から悪名高き独裁ぶりを発揮し

たらしい.彼には4才下の弟ジェイムズJamesが

いて,1861年からエディンバラ支所の地質家であ

り,`TheGreatIceAge'(1874)を著わしている.

ジェイムズは,当時のラムジ所長に兄のことをこぽ

したり,自分の本が完成し机上に並べられるように

なるまで本を書いているとは兄に言わなかった.ま

1993年1月号

だ,今日,英国地質調査所の歌としてエディンバラ

支所で伝承されている`AnIceBa11ad'はジェイム

ズの作詞したもので,大ブリテン島北部,殊に氷食

地域の地質図作りの困難さを訴えたもので,哀愁の

響きで胸にせまってくるという.しかし,兄アｰチ

Archieが所長に就任すると,ジェイムズは兄の後

任としてエディンバラ大学地質学教授にたった(39).

行政機構上で特記される変化は,1871年鉱山学

校が分離されたこと,1881年鉱業公文書館が内務

省(Ho㎜e0冊｡e)へ,1899年上部機関のDSAが教

育局(BoardofEducation)に代わっていることであ

る.ここに,以降20世紀の85年間にわたって定着

することになる地質調査所と地質学博物館共存のパ

タｰンが生まれた.

余談であるが,この個性豊かなギィｰキ所長が,

日本の地質学雑誌創刊号,第1巻,第1号(1893

年)の巻頭を飾る肖像写真とともにrドクトノレ,ゲ

ｰキｰ先生伝｣の記事によって紹介されている.明

治中頃では外国人の名前はドイツ式に発音されたの

である一う,サァ,アｰキバルト,ゲｰキｰと書かれ

ている.

3一㊧｡激動の豊⑪世紀初期:皿S鵬創設

芸術･文化･科学･政治･植民地経営などあらゆ

る面で輝かしい時代,ヴィクトリア朝風を築いた女

王カミ1901年1月他界し,大英地質調査所長は5代

目のティｰル(SirJethroJustinianH主rrisTea11.

1901-1914)に代わった.1905年,60年間にわたっ

て結束していたアイノレランド地質調査所が他省へ移

管された.6代目ストラｰン所長(SirAubreyStra-

han,1914-20)はそれまで歴代所長が1040年間に.

わたり在任したのに比べると最も短命であった.彼

の時代は,第一次世界大戦(1914-18)で始まり,任

期終りには大英地質調査所は教育省から新設の

DS工Rへ移管されることにたる(第3-2図).

DSIRとは科学工業研究省(DepartmentofScien-

ti丘｡andIndustriaユR-esearch)のことであり,大英

帝国治下の植民地であったニュｰジｰランド,オｰ

ストラリアなどの地に次刈こ設置されている.

DSIRは,その後1965年全面改組のため消滅するま

で,約50年間にわたって英国の科学技術政策を先

導することにたる.驚いたことに,何事も合意を得�



一56一

服都仁

l11丁

'1919年

1947年

.大英地質調査所

1965年

i970年

Geo1ogio邑1Surve

潦

Grea七Bri七ain

`ユ835年創立)

{He皿ryThom副s

De1乱層eohe)

(初代所長)(39才)

実用地質博物館

(Mus帥皿｡fPr乱｡七ioa1

�漱��

(1837年創立〕

(19篇議罰植融)

植地省

植民地図局…｡査目

一:1ヒァイルランド

地質調査所

居eo1ogioa1

卵��杦

.Nor七hern

Ire1舳a〕

(1947〕

イギリス海タド地質

調査所

(O榊昌p･昌G･山ψ邑1

Su･v･y)

⊂19手7.4)

So■enoe乱naTeo

(Di…七｡･"f(bi…七｡･"f(MTC)

舳n'a1Su｢W)Ge山･'c副1Su岬e･)壊術協碓

(1961.4.〕

⑮66年7月吸牧〕

��

0Terse乱soffio百

ユ赤ヅナｰつ(B80hu乱na1乱na)

イギリス連キ陸

離潔燃鮎`ホニアラ,

牛サラワクfク手ソ,

51フイヅ島8.ニュｰヘブライ島3.ザ:/ビア

6.ジャマイカ1αマラウイ11.シエラ､レオネ

フケ=ヤユ2.スワジラッド

!3.タンザニア1生ウかソタ“

h皿山gyA･ぜ紺学･技術去)(1365年)

勅臓発'

{1964.10〕

毒

夕卜

(文者戸･粁学名)(自然環境研究会言義)

資

源

発

法

地質料学研究所

植民地開発

公社､

笱���

外地･薄部省

(1970.12〕

イギリス蓮芋庫

開繁公社

てCDC)

��㌮㈩�

(1946一歩1958〕､

､連芋附学委回会

(工･･七･㌔･七･'ばG･山･･｡泓･

Soi8n08s〕(1965)

乗領!ロモソ諸島

Bエi七ishSo1omon工量1包]=ユd.P■〇七e〇七〇r島モe

G･^幻gio凪1S･ユ･v･yn･p乱･七㎜･n七

フイジイ島

瓦iji工･工島naPm七･〇七〇兇七･

乍･山出島1Su･v･yO･脾正t皿帥七

スワジランド

菖榊2i1帥a由〇七e〇七〇陥七8

eε山ψ割1卵v･y肋a肚n･･D･p乱･t･ら皿t

香港

�湧�湧

Mine昌]〕ep乱■七men七

地質･鉱物資源違都委員会

O｡㎜㎝可･邑1孤C㎝･it{･･

on.Miner乱1Eesouoe昌'邑na

680109y{15斗8.2一〕

1違干地連絡務所

1紬紬泓1{h右6山9i｡邑1

Li毘i昌｡nOffioe)

□ソドソ市(カナダオｰストヲリ

7､インド1

第34図英国地質調査所の組織変遷史(32,第3図)

るための時間をかける英国で,DSIRは極めて突然

設立された.その発端は戦争である.すなわち,第

一次世界大戦中,大英帝国が科学と工業生産の面で

ドイツとアメリカの水準から立ち遅れていることが

一層明らかになってしまい,非常に危機感をつのら

せ,戦後の英国産業復旧のため1917年(P)緊急勅令

(0rderinCounic1;国王が枢密院に諮問しただけ

で,議院の協賛を待たずに発する勅令)によって設

置されたのである.

最初,DSIRは燃料資源研究に係わり,一方復興

省(MinistryofReconstmction)は戦時委員会として

石炭保護委員会(Coa1ConsemtionCommittee)を

設け諸問題を検討させた.この委員会は炭田地質図

･報文の標準が不十分たものであり,ただちに適

切で有益な資料として作成させるよう首相へ報告さ

せた｡そして,大英地質調査所は実用地質学博物館

とともに1919年11月DSIR傘下へ移管された.

第一次世界大戦終結とともに英国政府の科学技術

政策は大転換をとげるわげであるが,この時期がち

ょうどコッテレノレ卿の区分によるとPrimitiye

PeriodからC1assica1Periodへの移行時にあたる.

3-7.地質調査所評議会

�������癥����

英国では各種多様な委員会組織がたくさん作られ

る,これが民主主義というものかも知れない.

DSIRは創立後次冷と勢力を拡張し,14研究機関の

ほか付属研究団体をもち,それぞれの組織及び全体

がうまく機能するよう監視のためいくつかの評議会

を置いた.

英国地質調査所評議会はその一つであり,所長報

告と提案された調査研究事業計画はこの評議会にお

いて綿密に一チェックされた.この評議会の出現は有

利な面もたかったわげでたく,1921年開始した炭

田地質図改訂のために職員を増やしたり,新たに

16名地質家採用を認めている.この時期,石炭保

護委員会の出した勧告で最も注目すべき点は,深度

100フィｰト(30m)以上の資源探査用ボｰリング孔

と鉱山竪坑はすべて報告の義務があるとの決定であ

る.この公告は1926年規定されたもののあまり実

行されたかった.やっと実施されるようになるの

は,第2次世界大戦後,大英地質調査所が勢力を

地質ニュｰス461号�
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回復し地質学研究にボｰリング孔の使用権限をもつ

ようになってからである.所長は7代目フレット

(SirJohnSmithF1ett,1920-35),8代目スミス(Ber-

nardSmith,1935-36)を経て,9代目ベイリｰ(Sir

EdwardBattersbyBai1ey,1937-45)の治下に移って

いた.

3-8.第婁次世界大戦と戦後の経済復興

第2次世界大戦によって打撃を受け疲へいした

英国経済は,大幅なポンド切下げと朝鮮戦争によっ

て生まれた輸出増大によって回復基調にたった.労

働党内閣下で国有化事業が進められるとともに,工

業技術･科学研究に巨額の予算が投じられ,コッテ

レル卿のいうRomanticPeriodに入ってゆく.と

くに原子力研究に関連して放射能鉱物研究や地球化

学,なかでも年代測定学を加えた同位体地球化学が

進展してゆく.このような推移は日本地質調査所の

ウラン関連予算増加の場合と実によく似ている.

所長は10代目マクリソドック博士(Wi11iamFran-

cisPorterMcLintock,1945-50)から11代目ピュｰ

所長(SirWi11iamJohnPugh,1950-60)に代わり,

第2次世界大戦後英国繁栄の頂点といえるエリザ

ベス女王2世の戴冠式を1953年6月祝った.財政

支出のたかで科学研究関連予算は膨大なものになっ

てし･った.

1962年保守党は戦後17年間増大し続けた経費と

国立科学研究のあり方を見直す方針を固めトレンド

委員会(委員長;SirBurkeTrend)を設けた.その

膨張ぶりは原子力研究660万ポンドから1億5160万

ポンドと23倍の最高を記録し,医学20倍,農業研

究22倍,大学関係16倍に対してDSIRは9倍の低

さであった.

所長は12代目スタッブノレフィｰルド(SirCyri1

JamesStubb1e丘e1d,1960-66)になっていた.しか

しヒュｰム首相(Doug1as-Home)率いる保守党はト

レンド委員会のまとめた報告に沿って機構改革を決

定する予定であったが,1964年総選挙で労働党に

敗北してしまった.その様相は,科学革命(white

heatoftechno1ogica1revo1ution)を公約にかかげた

労働党首ウィルソン(Haro1dWi1son)の発言により

油を注がれたようだ,とたとえられた.

3一藪.NE毘C創設と巫S鵬の解体

ウィノレソン首相は,教育科学省(DES:Depart-

mentofEducationandScience)を設置し,大臣に

スチュワｰト(Michae1Stewart:SecretaryofState

forEducationandScience)を任命した.早速,

DSIR解体と新しい科学･自然環境研究機構

�捩�捥慮摎慴���癩�������桃�渭

Ci1)創設のトレンド委員会案を実現すべく,科学技

術法案(ScienceandTechno1o駆Bi11)を1964年秋提

出した.議会における女王の開会スピｰチヘの対論

を受ける形で,スチュワｰト大臣はこの法案の主旨

弁明に努めているが,同時にDSIR構成予定の国

立研究機関の所長たちと調停を進め,議決する方向

へもっていっている.

大英地質調査所スタッブルフィｰノレド所長は,ト

レンド案に対してほかにどんな選択が良かったのか

との質問に答える形で往時を追想して,自分や関係

者が感じたのはNERCが最善だった,と述べてい

る.

しかし研究者でなく,DSIRの総務部高官E1kin-

gton氏は夕食会の別れの演説のなかで,神のみぞ

知る,``災いの前兆に気づいてほしい''(at1eastone

observercou1dseethewritingonthewa11)といわん

ばかりに`Godhe1pyou'と訴えている(39).事実,そ

の後大英地質調査所は,研究計画,予算,組織,人

員などあらゆる面でNERCの指揮を受け,喜怒哀

楽の起伏の大きい道をたどることになる.

科学技術法:この法案(ScienceandTechno1ogy

Act1965)は1965年3月28目女王裁下(Roya1As-

sent)を得て成立した.同日DSIRは消滅し,6月

1日NERCが発足するまでの短期間大英地質調査.

所と地質学博物館は教育科学省に直属した.ここで

見逃せないのは,NERC設立時における気象庁の

帰属である.決定を見るまでの段階でトレンド委員

会では,地球科学`EarthSciences'(地震学･地質

学･地理学を含む)は科学研究機構(Science

ResearchCounci1)6区分案のうちの一つへ属させ,

一方,大英地質調査所は別の天然資源分野の主要部

とする,という今では考えられないような理屈がま

かり通っていたらしい.

労働党内閣になってこの点を修正し,スッキリさ

せ現在の形になっている.NERCの研究分野のだ

1993年1月号�
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かには,地球科学のみならず生態学eCO1Ogyを含め

ているのも労働党内閣であったれぱこそ陽の目を見

たのかも知れない.まさに自然環境の看板どおりの

研究機構であり,最近では生物学分野に偏りすぎて

いると批判されるほどである1

しかし,気象庁はNERC傘下最大機関と位置づ

けられたはずのものが,帰属を国防省とし,巧みに

すり抜けてしまった.NERC幹部会は著名な気象

学者サット,ソ(SirGrahamSutt㎝)を非常勤長官に

いだき,カウィシル構成員15名,評価委員4名に

加えて,海洋動物学者として評判の高い官房長ベバ

トソ(R.J.H.Beverton)から構成されていた.この

メンバｰのうち地球科学出身者は4名であった.

サットン長官は元気象庁長官であっただけに,気象

庁がNERCから離脱した事情というか曲折は興味

深いものがある.

3一五⑪.地質科学研究所

一1966･3･22～1983･12･31

����瑩��潦�漱�楣������

1965年3月28目地質調査所評議会は消滅し,科

学技術法1965は既存の地質調査所法(Geo1ogica1

SurveyAct1845),水資源法(WaterAct1945)な

どを改正した.続いて6月30目,NERCは新たに

地質学地球物理学委員会(議長J.C.Mitcheson教

授)を設け,陸域･海域の地質学および地球物理学

的研究のあり方,英国海外地質調査所･実用地質学

博物館との関係,気象庁の地震･地磁気研究,さら

に地球科学分野における大学への研究助成金,奨学

金などについて諮問した(39).

三者,すなわち,大英地質調査所,英国海外地質

調査所および実用地質学博物館の合体と新組織の名

称が地質科学研究所(IGS)に決まったのは1966年3

月22日である.スタッブノレフィｰルド所長はナイ

ト爵(KnightBache1or)を女王から授与され,Sir

Cyri1の称号が許され,1代限りの貴族の末席に加

わり12月引退した.新所長にはダラム大学(UniY.

Durham)地質学教授で元大英地質調査所岩石学課

長だった,ダナム(Kings1eyChar1esDunham)が

1967年1月1目就任した.IGS年報1966年(12.

1967)には,所長報告としてsu町eyの岱わりにin-

Stituteの名称採用の経緯が書かれている.すたわ

ち,inStituteはより広い内容を明示するもので,最

善の近代機器を活用するなど以前よりも広い分野に

おいて地球科学の純粋および応用研究が実施できる

よう,NERCが意図したからだと.この言葉は,

NERCができてからの数年間,NERCとIGSとが

うまく協調的に働いていた時期だからこそ書けた表

現といえよう.

以上,大英地質調査所創立から地質科学研究所誕

生までのおもた組織の変遷は大町北一郎氏が明解に

示している(第3-2図).植民地時代から継承して

いる海外地質調査所のスケｰルの木きさに目を見張

るばかりでなく,長年培われている世界中に張りめ

ぐらされた人脈ネットワｰクにも蓄積の量感を知る

べきであろう.

ダナム所長は,英国病カミ深刻化し地質科学研究所

の研究業績評価の厳しくなる前の,最も幸福な時代

に大ブリテン島各地に分散する多くの地質科学研究

所の建物を集中化させようとの構想を打ち上げた.

3-u.ロンドン立ち退き一分散か一極集中か

1962年,英国政府は南東イングランドにおける

人口増加と公務員採用対策とから,政府機関のロソ

ドソからの離散案を出していた.地質科学研究所の

場合,合体する前の大英地質調査所,英国海外地質

調査所,地質学博物館がそれぞれロシドソから転出

するよう大蔵省当局から宣告されてい仁スタッブ

ルフィｰノレド所長はこの要求に強く反対したけれ

ど,教育科学省当局は1965年8月地質学博物館を

除いて,地質調査所建物と全職員295名の移転勧告

を出し,関係大臣はその案に合意Lたのである一

このような経緯があってNERCと建設省はオッ

クスフォｰドｰレディング(Reading)一二ュｰベリ

(Newbury)三角地域のなかで適地を探している時,

ダナム所長が登場したのである.ダナム所長はスコ

ットランドに近い北部イングランドのニュｰカスル

あたりからロソドソヘ引っ越したばかりであり,ロ

ソドソ周辺にこだわらなかったのであろう.ロソド

ソからの移転構想にのった彼は,選定対象候補地を

三角地域に限らないでイングランド中部地方の大学

所在地に広げるよう提案した(第3-3図).

COE:一時期2か所のセンタｰ構想(two-centre

concept),すなわちイングランドのたかでもう一か

地質ニュｰス461号�
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第3-3図英国地質調査所本部,支所,出張所だと関連

の地名

所リｰズ(Leeds)にセンタｰを設ける意見もあっ

た.しかし,ダナム所長は一極集中化構想(thecon-

ceptofasing1ecentreofexce11ence;近年工業技術

院･科学技術庁･文部省だとが｢優れた研究施設｣

として唱えているCOEの元祖)を優先させ,バｰ

ミンガム(Bimingham),･ラフバラ(Loughhorough),

ノッティンガム(Nottingham),およびフリック

(Wa㎜ick)の各大学に間い合わせた.移転計画が

新聞にもれてから,売り込みがあったり,候補地の

大学に地球科学教室がなかったり,建物容積の不足

･土地の狭さなどから次次と候補地が消えてゆく

なかで,ノッティソガムカミ好適地とわかった.この

時点でイングランド勤務職員の意見を集約したとこ

ろ,3分の2が大学キャンパスを望み,場所として

はノッティンガム約50%,フリック39%であった.

リｰズ勤務者はノッティンガムを,ロソドソ勤務者

はフリックを選んだのは,それぞれが家を引越さな

いで勤務可能な範囲内と考えたからである.

1967年12月NERCサットン長官はノッティンガ

ム大学副学長ディトソ(Daiton)氏に土地譲渡の正式

依頼公文書を出し,大蔵省当局もしぶしぶこの計画

1993年1月号

を承認した.ノッティンガム大学側は3地点を提

案し,そのうちの南部地区Bou1evardが選定され,

1968年6月すべて合意に達した.地質科学研究所

では,土地利用･建物計画たどに要する経費だと,

さらに第1期292名,第2期450名移転に伴う費用

などを具体的に積算した.しかし,教育科学省は大

学当局との間で,具体的でこれといった合意が得ら

れず,時間だけ数年経ってしまった.ついに1973

年7月大学側はいらだってしまい,対象面積を減

らして別の用途に振り向けた.さらに2年が過ぎ,

散漫な討議が続き,高層階建築カミ許されない等の理

由も加わり,また科学予算からの財政支出不十分と

いうことで,折角煮つめられた計画も振り出しに戻

ってしまった.

3一五碧.奇縁キｰワｰスとの出合い

現在英国地質調査所本撤キ,中部イングランド,

産炭地で産業革命拠点の一つであっ牟工業地帯ノッ

ティンガムの南方キｰワｰス(KeWort与)に置かれ

ている.ロソドソ市のセントパソクロス駅から英国

国鉄の特急で約1時間40分でノッティンガム駅に

着く.このセンタｰは駅から約10km南方に位置姜

する.早の地区が選定されたのはふとした偶然の事

からである.10年もかかった苦女レい候補地選定

が失敗して,あっげなく幕が降りようとし牟時,運

命のいたずらか,ダナム所長の熱意カミ天に通じたの

か掘出し物が見つかったのである.それはダナム所

長が大西洋空路上TheTimesを読んでいて,キｰ

ワｰスのMaryWardカレッジ(教員養成大学)が売

り出されているのを発見したのが出会いである(39).

このカレッジは戦後の学校拡張期にできたもの.

の,その後,出生率の低下による学生数が減少し,

閉塞されることになった犠牲第1号である.M岬､

Wardカレッジはロｰマカトリック教会の教則.によ

っておもに女子学生教育用に建設されたもので,今

の建物は新しく,建築後8年しかたっていなかっ

た.教育科学省(大臣はサッチャｰ女史で,1979年

5月首相になる)へ1975年6月9日報告,翌年1月

230万ポンド(当時のレｰトで10億円以上)で正式購

入が認められた.�
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3-13｡キｰワｰスヘの移転

名君の誉れ高かったダナム所長は1975年12月末

引退し,ウッドランド博士(AustinWi11iamWood-

1and1976.1.1～1979.5)が就任する.ロソドソから

の立ち退きを宣言され移転の話が現実のものとたっ

てから,13年経っての移転決定であった.しかし

詰めるべき課題は山積みしていた.購入価格と同じ

位,改修･保守,追加新築などの多額の建築費,移

転職員への気遣いと対応などが必要であった.すで

にカレッジは人員縮小によって空室が生れており,

使用可能部が少なくなかった.そこでロソドソ市中

心街ナイツブリッジ(Knightsbridge)にあった工業

用鉱物評価研究グルｰプを1976年10月4日移転さ

せた.これカミキｰワｰスヘの最初の入居である.同

じ頃,もう一つの集中化,すなわちスコットランド

に分散していた建物を集約化するためのエディンバ

ラ支所の新建屋が完成し,第2代目マｰチソン所

長の功績をたたえてその名をとりマｰチソン館

(MurchisonHouse)と命名され,1977年6月14目

公開されている.キｰワｰスでも,カレッジは最後

の卒業生を送り出し,1977年6月に完全に空室に

たっていた.

ところが1977年,公務員労働組合のNERCWhit-

1eyCounci1がキｰワｰス集中化への反対声明を出

した.職員側とNERC側とは1978年2月検討協議

のための作業グルｰブ設置を決めた.この集中化案

の賛否に関して,科学の面と行政組織の面から検討

･評価するこのグルｰプは,職員代表(stafside

representatives)3名,官側(o伍｡ia1s)3名および

NERC書記の7名から構成された.このグルｰプ

はイングランドとウェｰルズに分散する各所をすべ

て巡回し,三つの選択枝を含む報告書をまとめ,全

職員に投票を求めた.すでにキｰワｰス地区が購入

･使用されていることを考慮し,その内容は次の

とおりであった.

①地質学博物館をロソドソヘそのまま残し,エデ

ィンバラ支所を維持し,他はすべてキｰワｰスヘ集

約化.

②二つの支所(キｰワｰスともう一か所,イング

ランド南西部),若干のサｰビス事務所,地質学博

物館とエディンバラ支所.

③キｰワｰスヘ専門家集団(specia1ists)をまと

め,ほかに3たいし4の地方支所･出張所.

移転先決定:職員側の投票は圧倒的に3番目の案

に集中したので,NERCもこの線に沿って進める

ことに合意した.さらに,その後列の作業グルｰプ

が作られ,移転のための最善の方法を決めるべく,

全職員へ質問状や討議を重ね,最終的にキｰワｰス

本部,エディンバラ支所,アバリストウィス

(Aberystwith),ニュｰカスルかダラム,およびエ

クセタｰ(Exeter)出張所の機構案カミ合意された

�����

ちたみに,最初の作業グルｰプに加わった官側,

すなわち管理者側の3名は部長格の方々がたり,

そのうちの一人は英国地質調査所150年の歴史(39)を

書いたウイノレソン氏であり,後目副所長に昇格して

いる.また,NERC書記は,たまたま地質科学研

究所からNERC本部へsecondされていたヶノレク

博士(B.Ke1k)であって,後目英国地質調査所に戻

り,最近まで副所長として広報･中央支援部長をし

ておられた.

既存建物の研究室･実験室･図書館などへの転用

工事や,ボｰリングコアおよび岩石･鉱物試料など

の超巨大収蔵庫(1985年完成),実験棟,ショップ

(実験工場,修理工場など),車庫だとの新設工事の

進捗に合わせて,実験装置･分析機器･諸施設･資

試料の搬入,職員の移動は少しずつ行われた.ひと

通りの陣容が整ったのは1989年12月になってから

である.最初の移転から実に13年要しているわげ

で,日本人にはとても考えられないような気の長い

忍耐を要するぺ一スであった.

写真3-1第18代目クック所長

英国地質調査所本都所長室にて
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第34図英国地質調査所本部,キングズリｰ･ダナム

･センタｰ配置図(英国地質調査所提供)

3一独.キｰワｰス本部の改称

1990年7月11目,英国地質調査所本部において,

6名の先代所長を招き,全施設の一般公開をはじめ

とする完成記念祝賀行事を18代目所長クック博士

(PeterJ.Cook,1990･3･12～;写真3-1)のもとで催

した.ロソドソ市の約180km北方の田園地域のな

かのキｰワｰス本部へ,1万人近い見学者が訪れた

という一キｰワｰス本都はダナム元所長の熱意によ

って選ばれた因縁の地であり,その他の功績も称え

TheKings1eyDunhamCentreと命名された.時あ

たかも,NERC創立25周年を祝う年でもあった.

このキングス.リｰ･ダナム･センタｰには,

NERC直轄の共同利用施設NIGL(NERCIsotope

GeosciencesLaboratory)が建てられ,一部の大型

機器はロソドソから移設され,さらに新規に最新機

器が着々と導入されている(第34図中のU印).

イオンマイクロプロｰブや各種の質量分析計が据え

付けられており,なかでも1990年恩賜賞(Queen's

Award)によって取得されたICP一質量分析計は

ppbレベルまで定量可能とされる.それぞれの機器

1993年1月号

は,英国地質調査所内の共同研究のみならず他機関

との共同研究などのため約20のプログラムカミ常時

走っているという.たとえば,南極氷床コア試料の

酸素･水素分析や原子力研究用の品質管理標準研究

が含まれている.このセンタｰは,大学等の高等教

育機関にも公開され,多彩で広範囲の先端地球科学

研究に活用されフル稼働している.

3一且5｡地質学博物館の役割

英国地質学博物館は,1837年実用地質学博物館

として開所されてから紀:余曲折を経て,1899年以

降85年間地質調査所〔大英地質調査所(GSGB)･地質

科学研究所(IGS)･英国地質調査所(BGS)〕と共存し

たり,あるいは地質調査所に所属した.1985年3

月31日分離され,翌日大英博物館自然史部門(Brit-

ishMuseum,Natura1Histo町)に移管され,化石や

岩石コレクションは英国地質調査所本部キｰワｰス

ヘ違ばれている.現在,ロソドソのExhibiti㎝

Roadに残存する地質学博物館には,その一角に英

国地質調査所ロソドソ事務所(LondonInfo㎜ation

○伍｡e)が置かれ,二人の女性研究者によって首都

圏への情報PRにつとめている.これが分離後の両

者を結ぶ唯一の細い公的ラインといえよう.

この地質学博物館は,地質調査所と相互補完を超

えた蜜月の研究態勢を維持してきており,最先端の

地球科学研究と一般の人命とを結びつける架け橋と

して,社会に開かれた欠きた窓であった.地質調査

所の研究者や支援の技術職員も象牙の塔にこもるキ

うなことはたかった.おびただしい数の化石･鉱物

･宝石だとカミ個人篤志家から寄贈され,その詳し

い内容はクレジットの一つとして地質科学研究所与.

報にDonationsとして記載されている.また,各

種のPR出版物は庶民ばかりでなく,専門の研究者

や大学教官からも高い評価を与えられ,世界中で愛

読されていることは周知の事実であろう.

つくば地質標本館のモデル:筑波研究学園都市へ集

中移転するにあたって,地質調査所OBを含めた関

係者長年の宿願の一つは,つくほに地質標本館を作

ることであった.その基本構想を固めるに際して下

敷になった理想モデルあるいは模範の一つが,この

英国地質学博物館,とくに人力を魅了する斬新なア

イデアに満ちた`TheStoryoftheEarth'のジオラ�
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写真3-2日ソドソ中心街の地質学博物館

(1977年9月,筆者撮影)

上:入口の風景,下:一階正面の宝石コｰナｰ

マ,宝石やその原石展示であったことはたくさんの

人達の認めるところである.従来の展示が記載分類

に基づく静的なものを中心に陳列されていたのに比

べ,一転して物語り風でしかも音響効果を組み合わ

喧たジオラマというまったく革命的なものであっ

た.まだ地質科学研究所(IGS)の一部として機能し

ていた1970年代中頃,関係者の多くがこの地質学

博物館の現地取材を行っており,筆者もその一人と

していたく感嘆したものである(写真3→).

余談であるカミ,つくばの地質標本館を手掛けた丹

毒杜は博物館･学術展示･広報企画の専門業者であ

ったが,その当時小規模の会社で職員も少なかっ

た.しかしこの地質標本館概念設計の最初パイロッ

ト･プランから参与し,ロソドソ取材なども行い,

いち早くジオラマなど展示哲学を会得し,いまや国

内外で活躍するなどビッグビジネスに成長し,東京

株式市場第2部へ株式を上場しており会社の業績

が高い評価を受けているのが注目される.このよう

に英国地質学博物館は,つくばの地質標本館のみで

写真3-3新装だった地質学博物館

TheStoryoftheEarth公開記念式典にご臨席

のエリザベス女王.左側はダナム所長,右隣は

NERC長官スチュワｰト教授(英国地質調査所

提供)

なく世界各地の類似博物館展示に大きな影響を与え

てきた,そのプロトタイプを創造したのである.

3一蝸｡国家元首による開所式

英国地質学博物館150年をこす長い歴史のなか

で,地質調査所職員カミ最も誇りに思う特記事項があ

る.それは`TheStoryoftheEa耐h'展示公開の宣

言がエリザベス女王によって行われたことである

(写真3-3).1972年10月30日のことである.以下は

1972年地質科学研究所年報中の所長報告の一部で

ある.

女王,フィリップ殿下,アンドリュｰ王子および

エドワｰド王子ご臨席の公開行事,スピｰチ,その

後に続く約1時間15分にわたっての館内見学は,

ジオラマだと新企画展示の創始者ダニソグ館長(F.

W.Duming)の先導によって行われた.女王へのお

土産に西グリｰンランド産アミツオｰク片麻岩の一

片が贈られ,その岩石がグリｰンランド地質調査所

採集,オックスフォｰド大学同位体実験室において

38億年と測定され,世界最古の岩石であると説明

された.

女王陛下と皇族ののった白黒写真のほか,

NERCスチュワｰト長官の歓迎スピｰチ,女王の

挨拶と公開宣言及びダナム所長のお礼の言葉の全文
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写真34地質学博物館のベストセラｰ小冊子

が掲載されている.800名職員を代表Lてダナム所

長がエリザベス女王と国民に呼びかけたスピｰチに

は,第1級の長期間にわたる基礎的研究の不可欠

なことおよびその重要性を訴えた感動的文章が含ま

れている.以下にその全文を紹介しよう(第3r5図,

�����㈩

この訪間には,LadyMargaretThatcher,すな

わち教育科学大臣サッチャｰ女史が随伴している.

彼女がどんな見識をもってこの公開式に臨み,後日

NERらIGS,大学等をどう指揮したか,その足跡

をたどるのも一興かと思う.その頃,地質学博物館

には年間40万人ほどの見学者が訪れており,`The

StoryoftheEarth'と題する35ぺ一ジオｰノレカラｰ

の小冊子は週600部以上売れたという(写真34).

しかし,その時すでに入館料有料化論議が巻き起こ

っていた.今日では大英博物館傘下に入り,年中無

休とはいうものの3ポンド(約800円)を払うように

なっている.TheStoryoftheEarthのジオラマは

改造がほどこされ,r人と地質｣のテｰマ展示にと

って代わり,職員が誇りに思い得意にした地質学博

物館は遠い過去のものになったようだ(第3-6図).

3一且7｡ブラウン所長の大胆な政府非難

良き時代を送れたダナン所長の後任には,キｰワ

ｰスヘの集中移転を軌道にのせるべき多くの難問が

待ち受けていた.ウッドランド所長が次長から昇格

し,その任にあたった.スコットランドのエディン

バラ支所への集中化も行われ,1978年にはNERC

本部がロソドソ市から,その西方120kmのスウィ

ソドソ(Swind㎝)へ移転した.しかしウッドランド

所長は3年5か月の短命で退いた.同所長は引退

直前の1978年年報のたかで,所長報告(12.1979)末

尾において｢地質科学研究所が政府要請に応え応用

プロジェクトを実施するのは当然であるが,いまや

その予算が85%に達している.こうした政府の短

期プロジェクトによって,研究所の機能は著しく損
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第3-5図ダナム所長の女王陛下へのお礼の言葉
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第3-6図

幽壷墾〔1出〕

瀞群}他事宗劣窃理教三(8名〕

独〔肋)

L口永シ梨園事紛布(2名〕

永理地賀都(部長)(1〕(∋3名〕

三挫(3名〕

鉱物資源邦(拝長〕{1〕

盛雌星(16名)

鐘坦整(l1名〕

』勅省虹令十･砿物経清j牡(17名)

老生物部碑長)(1〕n4名)

ジュラｰ色暖孝己境界狩剃計画(2名)

岩石部1都長〕(1)121名〕

英国地質調査所絶頂期における地質科学研究所の組織表(32,第4図)

たわれている｣と批判している.ちょうどこの月に

サッチャｰ女史が首椰こ就任している.

後任のブラウン教授(SirGeorgeMa1comBrown,

1979･9～1985･?月)が所長に着任するまで4か月空

席のままで,次長年所長代理を勤めている.ラムズ

デン所長(G.InnesLumsden,1985･明一1987･8)に

交代する時期についても,年報に明記されていた

い.何か事件があったのであろうか,たまたま記載

もれなのだろうカ㍉ブラウン所長時代は殊更に陰影

に富む受難期にあだったらしい.1982-83年報の原

稿は準備されたが,印刷公表されていない事態から

何かカミ隠ぺいされているように感ずる.

ブラウン所長は年報スタイルを変更しているが,

1980年には職員数1,200名に拡大しており,給料だ

と人件費･キｰワｰス本部の建設費･職員の移転手

当･職員の転退職と採用などに要する経費のため,

研究費に振り向けるべき予算が大幅に落込み,一時

は研究費は40%も低下し,英国における地質科学

は危険状態にあると年報に書いた.さらに,世界中

でこのようた下降線をたどっているのは英国のみで

あり悲劇的であると述べるとともに,地質科学の重

国立'ヒ学研克所(4名〕

要性について一般大衆から幅広い同情と支持が寄せ

られていると訴えた(1,p.5).

苦渋に満ちた研究所運営:果敢なブラウン所長は,

1984年6月のTheBritishGeo1ogistのインタビュ

ｰでも政府非難を試みている由同所長の背立ちと嘆

きは,研究費の低下ばかりでなく,政府内他省庁予

算による委託研究が短期的で恒常性がなく,その上

各省庁の方針カミくるくる変わり,折角担当研究者を

決めても翌年度継続できる保証がないこと,研究所

にとって生命である将来研究への萌芽を育てるため

の,安定した長期的基礎研究が組めず研究体制が崩

壊寸前に落ち込んでいることに根ざしている.そし

て政府に対して強い不信感を表明したのである.

折から,1982年4-6月フォｰクランド紛争の余

波によって南極やその周辺地域の主権や地下資源

は,英国にとって極めて大きな政治問題に発展し,

国際世論を強く刺激した.南極調査所のみでなく,

海外地質調査所部門や地質科学研究所の調査研究業

務は従来にも増して予算面から政治的介入を受け強

化されることになる.ブラウン所長にとって,以上

の国内外1青勢のなかで他省庁からの委託研究費を加
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科学予算

その他

EC委託

海外開発庁

産業貿易省

キｰワｰス本部建設費��£30m

犬型機器など��

��£25而

研究関連予算��£20m

��ε15而

��£10m

給料��£5m

�9812982398349845985/69島a7�

地質科学研究所･英国地質調査所の予算の推

移(1981-1987;2)

上段:収入内訳;下段:支出内訳(キｰワｰス

本都建設費･大型機器だと購入費はNERC本

部支出であったり,BGSからになったり一定

していない?)

鯉娯｡

勲蝉鈴

触鯉獲

藻鷲蝉撚㌧

第3-7図

えても研究予算の激減(第3-7図),人員削減,地

質科学研究所(IGS)から英国地質調査所(BGS)への

改称(rename,1984･1･1),さらに追い打ちをかげる

ように地質学博物館分離(1985･3･31)という痛恨の

事変が続く.

3一且8｡政治問題化した地質調査所

世界の科学をリｰドするNature誌は,この不幸

な英国地質調査所の実情を憂い,1984年7月から

10月にかけて巻頭論説などにおいてサッチャｰ政

権を厳しく追求した(第3-8図).①r英国研究の

行き詰まり｣と題して,極端た節約,怠惰,無関心

によって英国政府は創造的研究を殺している.もう

遅すぎるかも知れないが回復のために緊急に手を打

1993年1月号
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第3-8図政府の科学政策非難のキャンペｰン

(Nature誌,25,27,4.1984)

つべきだ,と主張し,過去5か年間サッチャｰ内

閣がとってきた科学政策の転換を求めるキャンペｰ

ンを始めた(25).続いて,②科学研究機構(research

counci1s)のなかにも問題があり,とくに科学工学

研究機構(S瓦RC)が科学予算の半分を費やしていて,

CERN(ヨｰロッパ原子核共同研究所)が金食いの元

凶などとやり玉に挙げた(26).さらに英国地質調査

所支援の論説は,③r自然環境研究機構(NERC)は

解体する時期である｣(27),④r英国地質調査所は今

年ほとんど研究活動停止に追い込まれている｣と題

して,具体的分析のもとに改善策を訴えた(4).当.

然,議会でもこのキャンペｰンを無視することがで

きず,質疑がかわされている.

論説への反論:一方,以上の論説への反論もNa-

ture誌にいくつか掲載されている.たとえば渦中

の人NERCのフィッシュ長官(HughFish)は,限

られた厳しい予算のたかで当事者が懸命の努力を続

けていることを認めて欲しい.もしNERCが存在

したくなったら,何がとって代わり環境科学を英国

や世界のコミュニティに役立たせるようにできるだ

ろうか,と反撃している(8).またその後のNERC/

BGS年報1985/86版において,同長官は今後の5�
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服部仁

か年コｰポレイト計画を発表し,前年度より幾分状

況が好転したとし,この計画や実施体制がforen-

獵物湧�敲��������慴楯湯���潭異�

and`topdown'contributionsと説明している(2)1

このような厳しい対論が堂六とオｰプンで展開さ

れる舞台があるのは,民主主義の一つのあり方を示

すものとして注目していい.あるいは英国が乏しい

国家財政事情のなかにあってより良い方策を導き出

しうるよう機能しており,英国科学が健全体の枠内

に残っていてまだ十分活力を保持している証左とも

いえる.しかし英国地質調査所の運命は,議会で討

議されたとおり,以降一層政治介入を招き監視体制

強化カミ造んできているのは事実である.所長の在任

期間はさらに短くなっている.

3一冊｡且蝪⑪年新体制への準備

所名変更と地質学博物館分離後,英国地質調査所

の浮沈をかけた激論の余韻さめやらない1985年10

月8目,キｰワｰス本部において,政府高官,英

国地質調査所OB,大学関係者,海外地質調査所･

博物館･報道関係者など招待者800名以上参集のも

と,本部の開所式と創立150周年の記念行事が行わ

れた.翌日の一般公開には,前日の関係者を除いて

も,ゆうに5,000人以上の人達がこの本部内展示参

観につめかげている.ところがこの頃,すでに来た

るべき大がかりな英国地質調査所の組織改編(reOr-

ganiSatiOn)への周到な準備が進められていた.

NERCは,まず従来存置していた四つの科学政

策準備グルｰプ(science-po1icyPreparatory

Groups)を地嘩科学委員会(EarthSciencesCommit-

tee)など三つの常設科学委員会に改組すると同時

に,新たに研究支援サｰビス委員会(Servicesand

Faci1itiesCommittee)を1985年中頃に設置した.そ

のほかには既存の,極地,大気,財政･総務および

高等教育部局委員会の四つの常設委員会が継続して

いる.他方,英国地質調査所については,改組を検

討する研究グルｰプ(StudyGrouponGeo1ogica1

Surveying;議長SirC1i飾rdBut1er)が設けられた.

そのバトラｰ報告に基づき改組予定の1986/87年度

末の時点(1987年3月)で,在任2年にもたってい

ないラムズデン所長の更迭が決まり,新所長ラｰミ

ニｰ氏(F.Geo血eyLarminie)の指名,しかも1987

ま星1=篶;n一
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T咀d但目ndlndus一}
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第3-9図

��弓������弓����

英国地質調査所の予算の推移

���������

上段:収入内訳科学予算ます内の横線は500

万ポンド(･=約12億円)のレベルを示す

下段:支出内訳通貨変動調整を加えている

ので,第3-7図と比べて数字は一致しない.

Lたがって年報記載の各年ごとの予算数字と

も一致しない.正確た支出額は,NERC本部

支出分とBGS支出分ともに,N亙RC年報中

の決算表に示されている.しかし筆者はすべ

ての資料に接していたい.

年9月の就任予定が6か月も前に公表されるとい

うおかしな事態にたっていた.NERCの科学政策

や傘下研究所の成果PR,人事を含めた広報などは

NERC年報のごく一部にすぎないげれど,こうし

た記事を載せた年報(2)が5.5ポンド(1,400円位)で一

般に販売されているのには驚かされてしまう.

バトラｰ報告:1987年まとまっているが,私はそ

の内容に接していない.この報告に対して,べ一カ

ｰ教育科学大臣が検討結果について議会への回答の

形で1988年11月7目公文書声明を出した.その骨

子は英国地質調査所が重要な国立研究機関であり,

教育科学省の責任内にある.バトラｰ報告の推薦に
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第3-10図地質学科再編成対象にたった英国大学の位置

図(31,第1図)

基づき,中核研究計画(coreprogramme)とくに国

立地球科学デｰタセンタｰ(NGDC:Nationa1Geo-

sciencesDataCentre)の集中化の提案を受理し,必

要な予算措置を講ずる,としている.この時点で表

明された具体的予算増加額は,1989-90年度300万

ポンド,1990-91年度400万ポンド,および1991-

92年度500万ポンドである(3.1991;第3-9図)･

英国地質調査所研究プログラム評議会:大臣承認の

あとを受けて,NERC協議会は,国立研究機関に

は類例を見ない諮問委員会である,この研究プログ

ラム評議会(昼GSProgrammeBoard)設置を決め,

1989年1月から発足させた.この評議会議長には

総合土木工学コンサルタント会社の社長ロバｰツ氏

(D.Gwi1ymM.Roberts)が就任した･同氏は,英

国地質調査所との問には直接利害関係はなく,中立

的立場を貫くよう腐心している,といわれている.

この評議会は,研究プログラムの優先度決定および

進捗状況のモニタｰ方式確立をめざした･同じ頃,

英国大学の地質学科再編成が検討され,地質学界は

バニックとなった,といわれる(31,第3-10図)一

財政基盤の強化:1990年3月就任したクック所長

は,BGS1990/91年報(3)の所長報告(1990･3･31付)

において,教育科学大臣マクグレゴｰ(JohnMac-

Gregor)の議会答弁を次のように引用している.

｢英国地質調査所の中核研究計画枠組みと今後の財

政予算措置に加えて,研究プログラム評議会の努力

と関係省庁役人やNERCのまとめを熟考し,英国

地質調査所が地質情報の利用者から一層多くの収入

を生み出すポテソジャノレのあること,および中核研

究計画を実施するため財源がもっと必要である,と

私は結論した.そして,国立地球科学情報サｰビス

カミｰ層うまく受けられるよう,また英国地質調査所

の地質学情報とその解釈など研究成果のマｰケティ

ングのため,NERCを通じてさらに追加予算,す

なわち1990-91年度100万ポンド,1991-92年度200

万ポンド,1992-93年度300万ポンド(約7億5千万

円)上積みする.これによって英国地質調査所は今

後何年問にわたり研究活動進展のための安定した基

盤が得られるはず｣と述べた.

この大臣決定を受け,政府はNERCも手の出せ

ない特定使途の予算(Eamark)を組むことにたり,

財政基盤は安定化に向かった.その反面,研究プロ

グラムの効果分析や進捗状況を含めた英国地質調査

所への監視体制が明確にたってきているのは,当然

のことかも知れない.

参考文献はその1の末尾にまとめている一
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